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１．はじめに 

近い将来、南海トラフ巨大地震や首都直下地震などの

巨大災害の発生が懸念されており、地方自治体において

は巨大災害が発生してもしなやかに回復することが求

められる。巨大災害の特有の問題はさまざまあるが、そ

の 1 つとして、短期的には外部からの支援が見込めない

状況となり得るという問題がある。例えば、被災地が広

域であるために必要な数に対して支援者が不足し、被災

地全体に支援を行きわたらせることが困難な状況が想

定される。そのため、巨大災害では、地域内の資源を最

大限活用して災害対応に当たることが必要となる。 

そこで、本研究では、災害時に自治体の地域内の資源

を活用して災害対応のパフォーマンスを最大化するた

めに、平常時から必要な要素を明らかにする。具体的に

は、防災の「普遍化」、連携を促すための「越境」、そし

て「連携」の 3 つを要素の仮説として分析を行う。 

２．質問紙調査 

（１）調査設計 

 本研究における防災の「普遍化」とは、平常時から自

治体の庁内や地域内に防災・災害対応の知識や能力を浸

透させることと定義する。「越境」とは、複数の組織（部

局）が連携を行う共通の目的を持たない状態で、片方の

組織の者がもう片方の組織に対して能動的に「連携」に

巻き込む行為を指すものとする。「連携」は、既に共有化

されている目標（目的）を基に、複数組織（部局）が対

等に活動することとする。それぞれ、平常時から「普遍

化」された状態、「越境」が促進された状態、に加え、「連

携」された状態の 3 要素を説明変数とする。 

 以上の概念が、巨大災害特有の問題として外部支援が

見込めない状況においても災害対応のパフォーマンス

を最大化することに寄与することを検証するモデルを

仮定した（図-1）。目的変数には、直近 5 年の災害対応

で、地域内の資源を最大限活用して、組織運営を最適化

できていたかということを変数化して分析に扱う。ここ

で、地域内資源の活用は、罹災証明発行業務と避難所運

営業務を、組織運営の最適化は、能動的な組織運営と、

目標管理型災害対応（近藤, 2012）を対象とする。 

（２）調査概要 

質問紙調査の概要を、表-1に示す。なお、集計結果は

（人と防災未来センター,2020）に掲載されている。 

表-1 調査概要 

調査対象 全国1741 市区町村の防災担当部署（市町村・

東京都23 区を対象、政令市の区は対象外） 

調査方法 調査票の記入回答、もしくはWEB回答 

調査時期 2020 年3 月30 日発送、回答締切5 月31 日

（一部6 月30 日） 

有効回答数 750 （うち直近5 年内災害対応経験有は230） 

有効回答率 43.1％ 

３．分析 

（１）方法 

説明変数は、質問紙調査結果をもとに、「普遍化」「越

境」「連携」ごとに因子分析を行い、その結果、表-2 に

示すように「普遍化」が 3 つ、「越境」が 4 つ、「連携」

が4つの因子に分類され、それぞれに合う名称を付した。

各因子の因子得点を算出し、これを説明変数とした。ま

図-1 分析モデル 

A. 普遍化

B. 越境

C. 連携

a.資源活用：罹災証明発行業務

b.資源活用：避難所運営業務

c.能動的組織運営

d.目標管理型災害対応
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た、説明変数は、他に影響しそうな変数の 27 項目を追加

して合計 38 項目で分析する。 

目的変数は、「資源活用：罹災証明」と「資源活用：避

難所運営」は、災害時に資源活用の必要があり、かつ活

用できていた回答を合算して得点化した。「能動的組織

運営」と「目標管理型災害対応」は、最適尺度法による

オブジェクトスコアを用いて変数化した。目的変数各 4

項目に対して、統計的に優位でない説明変数を削除しな

がら重回帰分析を探索的に繰り返し、最終的に 10％水準

で有意の変数のみを残して分析した。 

（２）結果 

重回帰分析の結果は、表-2に示す通りである。 

a）資源活用：罹災証明 

災害時の罹災証明発行業務において、地域内の資源を

最大限活用できていた自治体は、平常時に、職員の災害

のイメージの普遍化がされており、また、外部との橋渡

し役が防災担当部署にいることや調整役に対する評価

がされている傾向がある。一方、「協定先の把握」はマイ

ナスの傾向だが、これは設問の設定方法の問題もあり、

加えて、把握のみでは有効でないことも考えられる。 

b）資源活用：避難所運営 

災害時の避難所運営業務において、地域内の資源を最

大限活用できていた自治体は、平常時に、職員の災害の

イメージの普遍化がされており、また、他部局との連携

がされている傾向がある。特に、庁内での連携の働きか

けをする防災担当部署の職員がいることには強い関連

性があることが得られた。 

c）能動的組織運営 

 災害時に能動的に組織運営ができていた自治体では、

平常時における住民への学習機会の提供や他部局との

連携に強い関連性があることが得られた。 

d）目標管理型災害対応 

 災害時に目標管理型災害対応ができていた自治体で

は、平常時に、職員の災害のイメージが普遍化されてい

ることや他部局との連携がされていることに強い関連

性があることが得られた。 

４．まとめ 

 本研究では、質問紙調査を分析した結果、平常時から

の「普遍化」と「連携」については、災害時の資源活用

の最大化および組織運営の最適化の両方で関連性があ

り、特に「職員の災害のイメージ」と「他部局との連携」

は広く関連していることが得られた。また、「越境」につ

いては、地域内の資源を活用する場面で特に関係してい

ることが明らかとなった。すなわち、地域内の資源を最

大限活用するには、既になされている「連携」だけでは

なく、災害時に新たに必要となる連携のための「越境」

も重要な要素である可能性が示唆された。 
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表-2 重回帰分析結果 

標準化β VIF 標準化β VIF 標準化β VIF 標準化β VIF
普遍化1　住民への学習機会の提供 0.139+ 1.210 0.227*** 1.391 0.168* 1.273
普遍化2　地域の人材発掘

普遍化3　職員の災害のイメージ 0.188** 1.105 0.164* 1.241 0.308*** 1.207
越境1　庁内での連携の働きかけ 0.237*** 1.187
越境2　外部組織との橋渡し役 0.176** 1.185
越境3　調整役に対する評価 0.152** 1.086
越境4　新業務の他部局との調整

連携1　外部組織との連携

連携2　他部局との連携 0.177* 1.274 0.259*** 1.235 0.231*** 1.320
連携3　協定先の把握 -0.162** 1.055
連携4　庁内外における連絡・相談 0.127+ 1.084 0.128+ 1.089

-0.120+ 1.119
防災部署における女性職員数割合 -0.197* 1.464 -0.192* 1.270
防災部署における非常勤職員数割合 -0.177* 1.084
防災職員（2020）／一般行政職員（2019） 0.161+ 1.535 0.174* 1.406
医療・福祉従業者数／人口（2016） 0.130* 1.026 0.133+ 1.078 0.105+ 1.056
調整済みR2

※空白は統計的に有意ではない変数を示す　※強制投入法による

n=230 (直近5年に災害経験有)
a.資源活用：罹災証明 b.資源活用：避難所運営 c.能動的組織運営

＋: p<0.1,　 *: p<0.05, 　**: p<0.01, 　***: p<0.005

d.目標管理型災害対応

BCPダミー

0.169 0.197 0.156 0.253

A
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